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生物多様性、水、食料及び健康の間
の相互関係に関するテーマ別評価
（ネクサス・アセスメント）

生物多様性の損失の根本的要因、変革の決
定要因及び生物多様性2050 ビジョン達成の
ためのオプションに関するテーマ別評価
（社会変革アセスメント）」
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地球規模評価で登場した重要概念

Nexus
定義：生態系の構成要素と人間による利用の相互関連性（につ
いて）・・・個々の構成要素だけを見るのではなく、複雑なシステ
ムの機能、生産性、管理を考慮する・・・。ネクサス・アプローチに
より、持続可能な開発目標や生物多様性の目標との間の相乗
効果やトレードオフに同時に対処できる。

※SPMにはNexusは記載されなかった。

Transformative change
定義：パラダイム、目標、価値観を含む、技術的、経済的、社会
的要因にまたがる根本的なシステム全体にわたる再編成

「自然の保全、再生、持続的可能な利用と世界的な社会目標は、
社会変革に向けた緊急で協調した努力によって同時に達成する
ことができる」（地球規模評価SPM,セクションD）
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海洋と沿岸からの食料供給と
自然保護を両立する

人間の福利に積極的に貢献しながら、
自然を保護・回復する

陸域の自然を劣化させる
ことなく、人類を養う

成長する都市を支える自然を維
持しながら、その都市に必要な

資源を供給する

自然と人類のために
淡水を維持する

図5.2 第5章のネクサス分析の焦点（IPBES地球規模評価，2019）

地球規模評価第5章は、ネクサスアプローチにより、
生物多様性・NCPの保全と人間の福利やニーズを満たす方法を模索
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②レバレッジポイント（介入点）をターゲットとして、適切に介入（レバー）を実施すること
で、より持続可能な社会への変革が可能

図SPM9 地球の持続可能性の実現に向けた社会変革（IPBES地球規模評価，2019）

①直接要因の背後にある間接要因の働きかけが重要
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土地と森林 持続的な農業 都市・インフラ 淡水 気候行動

ワン・ヘルス 持続的な
食料システム

水産業・海洋

地球規模生物多様性概況第5版(GBO5)
生物多様性2050年ビジョン達成に向けて移行（transition）が必要とさ
れた８つの分野

CBD (2020) Global Biodiversity Outlook 5

ここにもネクサスの視点・・・人類のニーズを満たしつつ保全をどう実現するか？
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生物多様性条約「昆明・モントリオール生物多様性枠組」
新枠組には、①ネクサス的な視点から「（１）生物多様性への脅威を減らす」ことと「（２）人々のニーズ
を満たす」を両立すること、②（社会変革に必要な）さまざまな間接要因への対処が埋め込まれている

環境省（2023）

（直接要因）

（間接要因・NCP/ES）

（間接要因）
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自然の多様な価値と価値評価の方法論

侵略的外来種とその管理

Year 1 Year 2 Year 3

Year 3

Year 1 Year 2

Year 2

Year 3

Year 1

ネクサス・アセスメント

社会変革アセスメント

ビジネスと生物多様性

Year 2

Year 3Scoping Year 1 Year 2

Scoping

Scoping Year 1

Year 1

Year 3

Year 3Year 2

第2回地球規模評価

モニタリング (ファースト・トラック)

空間計画と連結性 (ファースト・トラック)

Year 3Year 2 Year 4Scoping

Year 2Year 1

Year 1

Year 2Year 1

Year 2Year 1 未定

2025年1月時点で決定している事項
• モニタリングアセスメントに着手（2024年11月）
• ネクサス、社会変革アセスメントが採択（2024年12月）
• 空間計画・連結性アセスメントの著者募集中
• 第2回地球規模評価の著者募集予定
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「第２次地球規模評価」スコーピング文書の概要
第１章：背景説明

• 第1回世界アセスメント以降の生物多様性と生態系サービスをめぐる世界的状況の変化

• 評価全体のロードマップ各章の構成とつながり、IPBESの概念フレームワークとその用語の解説

第２章：異なる知識体系と先住民及び地域社会の役割

• 先住民や地域コミュニティと自然との関係についての世界観、価値観、実践の検証

• 多様な知識体系がどのように持続可能な生物多様性の成果に貢献し、アセスメントの他の章に情報を提
供できるかを評価

第３章：現状と傾向

• IPBESの概念枠組みの主要な要素（①生活の質、②直接的・間接的要因、③自然、④自然の寄与）を対象
とし、様々な指標を用いて世界および地域の傾向を評価

• 世界目標、特に「昆明・モントリオール生物多様性世界フレームワーク」や「持続可能な開発のための2030
アジェンダ」に対する進捗状況を評価

第４章：将来の道筋

• 生物多様性と生態系サービスに関する様々な将来シナリオを検証

• 生物多様性の損失を食い止め、反転させるために必要な変革の道筋と、それら道筋の自然、自然の寄与、
生活の質に対するさまざまな道筋の影響について検討

第５章：行動のための選択肢

• 生物多様性の目標を達成するための過去の行動とその有効性のレビュー

• 成功事例を特定し、変革を可能にする要因に関する証拠の提示

• 様々なステークホルダーとガバナンスについての行動のためのオプションのポートフォリオの提示

• 保全、回復、持続可能な利用のための資金調達の課題、その実行支援のためのオプションも検討


